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一層のご協力をお願い申し上げます一層のご協力をお願い申し上げます

　
瀬
在
幸
安
著
（
高
１
回
）

　『
21
世
紀
を
語
る
―
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
知
の
共
存
を
め
ざ

し
て
―
』

　
　
　
　(

産
経
新
聞
出
版)

　
著
者
は
国
内
最
大
の
マ
ン

モ
ス
大
学
・
日
本
大
学
を
率

い
た
元
総
長
。
国
内
外
の
著

名
人
二
十
五
人
と
語
っ
た
世

界
の
将
来
、
医
学
や
教
育
に

留
ま
ら
ず
、
政
治
、
経
済
、

文
化
等
、
全
世
界
へ
の
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
名
著
。

　
　（
相
談
役
・
徳
嵩
芳
夫
）

　「
宇
宙
の
真
理
を
知
り
た

い
」
と
い
う
知
的
欲
求
は
、

人
類
の
有
史
以
来
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
宇
宙
の
神
秘
に
対
す
る

人
類
共
通
の
憧
憬
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。
宇
宙
物
理
学

者
の
著
者
が
、
身
近
な
天
文

現
象
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
つ
つ
、
い
つ
の
間
に
か
読

者
を
宇
宙
空
間
に
誘
う
。
年

齢
や
時
代
を
超
え
て
読
み
継

が
れ
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る

出
色
の
「
宇
宙
論
入
門
書
」

で
あ
る
。

　
　（
副
会
長
・
柴
田
幸
一
）

　
森
村
た
ま
き
著（
高
35
回)

　『
よ
し
き
た
、
ジ
ー
ヴ
ス
』

　
Ｐ
・
Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
著

　
森
村
た
ま
き
訳

　
　
　
　
　（
国
書
刊
行
会)

　
森
村
氏
が
翻
訳
を
担
当
。

英
国
で
は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・

ホ
ー
ム
ズ
と
並
ぶ
ほ
ど
の
人

気
。
饒
舌
な
会
話
体
が
面
白

か
っ
た
で
す
。
な
お
、
図
書

館
に
は
ジ
ー
ヴ
ス
シ
リ
ー
ズ

が
入
っ
て
い
ま
す
。

　(

副
会
長
・
新
津
知
可
子)

　
石
坂
千
春
著
（
高
39
回)

　『
宇
宙
が
わ
か
る
』

　
　
　
　
　（
技
術
評
論
社)

新
刊
・
既
刊
の
紹
介

　
こ
の
と
こ
ろ
「
教
育
者
と
し
て

の
長
谷
川
五
作
先
生
」
に
つ
い
て

書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
海
沼
寛
夫
氏
（
中
学
20
回
・

西
条
）
か
ら
の
ご
書
面
に
よ
り
、

長
谷
川
先
生
と
の
電
車
に
よ
る
通

学
風
景
が
偲
ば
れ
ま
し
た
。「
松

代
代
官
町
の
先
生
の
お
屋
敷
の
前

ま
で
行
く
と
、
毎
朝
、
数
秒
の
差

で
先
生
が
門
を
出
て
こ
ら
れ
、
象

山
口
駅
ま
で
、
先
生
の
二
三
歩
後

を
鳩
の
徽
章
と
共
に
歩
い
て
い
く

の
で
す
。
そ
れ
が
我
ら
に
は
い
か

に
嬉
し
く
、
誇
ら
し
げ
で
あ
っ
た

か
、
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。」
と
述
懐
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
授
業
は
入
学
直
後
か

ら
実
証
実
験
を
通
じ
て
進
め
ら
れ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。「
メ
ン
デ
ル

遺
伝
の
法
則
の
実
験
と
し
て
、
エ

ン
ド
ウ
の
別
品
種
の
交
配
を
２
年

間
か
け
て
各
自
が
自
宅
で
栽
培
観

察
、
交
配
ま
で
行
い
、
翌
年
そ
の

種
を
ま
た
精
種
し
、
生
育
開
花
の

差
を
観
察
し
て
成
果
が
理
論
通
り

に
な
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。」
生
物
の
時
間
は
楽
し
み
で

も
あ
り
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
と
言

わ
れ
、各
自
の
実
験
を
通
し
て「
生

き
た
生
物
教
育
」
を
貫
か
れ
た
先

生
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
◆

　
結
び
に
当
た
り
、
会
員
皆
様
の

一
層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
す
る
と

共
に
、
創
立
以
来
の
悲
願
と
な
っ

て
い
る
同
窓
会
館
の
建
設
に
向
け

て
、
一
層
の
ご
支
援
を
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

　（
註
）『
同
窓
会
の
社
会
学
』（
２
０
０
７
・

世
界
思
想
社
）
の
中
で
、
筆
者
の
黄
順
姫

が
引
用
し
て
い
る
Ｇ
．
ジ
ン
メ
ル
の
言
葉
。

く
つ
か
の
感
動
も
戴
い
て
お
り
ま

す
と
こ
ろ
で
す
。
着
工
に
向
け
て

一
層
の
ご
支
援
の
ほ
ど
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
◆

　
こ
の
た
び
更
級
支
部
が
、
十
数

年
の
空
白
期
を
経
て
、
西
澤
正
人

支
部
長
様
は
じ
め
役
員
皆
様
の
ご

尽
力
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
、
去

る
五
月
十
四
日
，
同
総
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
で
の

中
村
洋
一
事
務
局
長
の
お
言
葉

が
心
に
残
り
ま
す
。「
こ
れ
ま
で

二
十
数
年
こ
の
地
区
で
共
に
仕
事

　
残
暑
の
厳
し
い
折
柄
、
会
員
皆

様
に
は
、
ま
ず
は
ご
自
愛
の
ほ
ど

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
は
母
校
の
た
め
に
格
別

な
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ

け
同
窓
会
館
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
募
金
の
お
願
い
以
来
、

さ
っ
そ
く
、
温
か
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
皆
様
の
母

校
へ
の
想
い
が
、
一
枚
一
枚
の
お

振
込
み
用
紙
か
ら
伝
わ
っ
て
ま
い

り
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
い

更
級
支
部
立
ち
上
げ
に
思
う
―

「
新
し
い
橋
を
架
け
る
」
と
い
う
こ
と

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生
（
そ
の
三
）

会
長
　
　

赤
　
地
　
憲
　
一
（
高
17
回
）　

を
し
て
き
た
人
が
お
り
、
彼
も
私

も
こ
の
度
の
支
部
総
会
の
ご
縁
で
、

お
互
い
が
会
員
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
に
及
ん
で
、
抱
え
て
い
た
懸

案
事
項
が
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
に
向

か
っ
た
。」
こ
れ
こ
そ
、
黄
順
姫

が
『
同
窓
会
の
社
会
学
』
の
中
で

引
用
し
て
い
る「
普
通
で
あ
れ
ば
、

充
分
で
は
な
い
ご
く
わ
ず
か
な
刺

激
に
も
新
し
い
橋
を
か
け
、
心
は

そ
れ
を
こ
え
て
他
者
へ
接
近
す
る
」

（
註
）
と
指
摘
し
て
い
る
「
自
発

的
な
献
身
」に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
◆

　５月28日午後４時より、篠ノ井サトウ会館におい
て平成28年度の総会が開催された。ご来賓として、
新たに着任された森山弘之校長先生はじめ各位、及
び支部長・学年理事等90余名のご参加をいただき、
平成27年度事業報告・会計決算、および28年度の事
業計画・予算案（別添）が原案のとおり承認された。

　
会
館
建
設
寄
付
進
捗
状
況
を
報
告

　

各
回
期
90
万
円
を
目
標
に

　
総
会
に
先
立
つ
支
部
長
会
で
は
、

同
窓
会
館
建
設
に
か
か
わ
る
進
捗

状
況
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
募
金
の

あ
り
方
や
懸
案
と
な
っ
て
い
る
年

会
費
額
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
中
で
屋
代
支
部
長

清
水
昭
晴
氏
（
高
21
回
）
か
ら
、

奉
加
帳
を
使
っ
て
の
募
金
活
動
の

報
告
が
あ
っ
た
。「
募
金
は
母
校

愛
と
工
夫
次
第
。
そ
れ
が
あ
れ
ば

支
部
の
皆
さ
ん
が
快
く
応
じ
て
く

れ
る
」
と
述
べ
た
。
な
お
、
募
金

活
動
は
、
支
部
・
職
域
等
を
横
断

的
に
行
い
、
篤
志
家
に
は
個
別
訪

問
と
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
報

告
は
学
年
回
期
を
中
心
に
な
さ
れ

る
こ
と
、
回
期
の
目
標
額
と
し
て

は
、
90
万
円
を
目
途
に
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。ま
た
懸
案
の「
年

会
費
値
上
げ
」
に
つ
い
て
は
、
29

年
度
（
来
年
度
）
２
，
０
０
０
円

に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
出

席
し
た
前
副
会
長
竹
内
長
生
氏

（
高
６
回
）
か
ら
は
「
充
実
し
た

総
会
。
構
成
も
立
派
」
と
い
う
お

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

支
部
長
歴
任
者
へ
感
謝
状

　
総
会
席
上
、
二
十
七
年
度
で
退

任
さ
れ
た
各
支
部
長
に
、
同
窓
会

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
（
額
縁
）

が
贈
ら
れ
た
。
長
年
に
亘
り
支
部

を
ま
と
め
ら
れ
、
組
織
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
各
位
に
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
支
部
　
お
名
前
　（
卒
業
回
期
）

　
戸
倉
　
小
林
重
之
（
中
18
―

４
回
）

　
屋
代
　
青
木
貞
美
（
高
５
回
）

　
埴
生
　
宮
坂
仁
三
（
高
16
回
）

　
倉
科
　
長
浦
新
一
（
高
14
回
）

　
松
代
　
高
尾
信
行
（
高
10
回
）

　
寺
尾
　
須
田
　
寛
（
高
12
回
）

　
東
条
　
中
澤
光
男
（
高
９
回
）

　
塩
崎
　
柳
原
義
正
（
高
11
回
）

　

新
事
務
局
長
に

　

徳
永
次
男
氏
（
高
25
回
）

　
徳
永
氏
は
昨
年
須
坂
東
高
校
校

長
を
最
後
に
退
職
。
現
在
長
野
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
。
今
回
新
た

に
事
務
局
長
の
任
に
当
た
る
こ
と

と
な
っ
た
。
な
お
、
前
事
務
局
長
宮

原
一
治
氏
は
相
談
役
と
し
て
引
き

続
き
事
務
局
の
仕
事
を
補
佐
す
る
。

平
成
二
十
八
年
度　

総
会
開
催

篤
志
寄
付
に
御
礼

　
　
申
し
上
げ
ま
す

・
高
12
回
Ｔ
氏	

46
万
円

　（
う
ち
10
万
円
は
会
館
建
設
指
定
）

・
高
15
回
三
八
会
様	

10
万
円

・
株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｐ
様	

３
万
円

・「
鳩
の
会
」
会
員
５
名
様

　
野
口
　
泰
軌
（
高
５
回)

　
牧
村
　
浩
明
（
高
32
回)

　
宮
澤
　
典
彦
（
高
32
回)

　
風
間
登
志
子
（
高
36
回)

　
海
沼
　
和
幸
（
高
40
回)

各回期募金状況　　総額 21,349,000 円（６月末日現在）

科　　　　目

合　　　　計

繰　越　金

入　会　金

年　会　費

協　力　金

頒　布　品

雑　収　入

前年度より繰越金

6, 000円×新入生282人

（注1）支部2,581名、振込1,314名

ホームカミング鳩会・千曲鳩会寄付

会員名簿

利子等

578,291

1,692,000

4,500,000

100,000

0

709

6,871,000

予　算　額

578,291

1,692,000

3,895,000

609,573

10,000

1,900

6,786,764

決　算　額

0

0

605,000

509,573

10,000

1,191

84,236

増　△　減 備　　　　考

(自Ｈ27. 4. 1～至Ｈ28. 3. 31)収入金額

支出金額

差引残高

6 , 7 8 6 , 7 6 4  円

5 , 8 7 2 , 8 6 1  円

9 1 3 , 9 0 3  円

(単位：円)収入の部

1

2

3

4

5

6

総　会　費

役 員 会 費

慶　弔　費

旅　　　費

通　信　費

消 耗 品 費

電算処理費

支部助成費

事　業　費

事 務 局 費

繰　出　金

手　数　料

雑　　　費

予　備　費

総会・懇親会費補助等 

会議費 

餞別金、生花代等 

支部会、東京鳩会への役員出席旅費 

会報送料、電話料、はがき、切手代 

用紙、事務用品 

ホームページ・セキュリティー更新料 

会費還元、支部総会祝儀等 

会報印刷、大会出場補助、入卒記念品 

事務費、人件費等

NPO法人鳩の会へ 

取扱手数料、振込み手数料 

光熱費、複合機リース代等  

PC代、ハードディスク代  

170,000

110,000

120,000

400,000

1,200,000

35,000

30,000

850,000

1,700,000

1,500,000

100,000

300,000

300,000

56,000

6,871,000

221,100

22,690

80,087

325,140

1,388,190

42,055

35,596

701,200

1,388,468

934,640

226,872

153,278

289,175

64,370

5,872,861

51,100

87,310

39,913

74,860

188,190

7,055

5,596

148,800

311,532

565,360

126,872

146,722

10,825

8,370

998,139

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　△　減 備　　　　考

(単位：円)支出の部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

平成27年度屋代高等学校同窓会一般会計決算書

合　　　　計

(次年度繰越金)

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

科　　　　目

合　　　　計

繰　越　金

入　会　金

年　会　費

協　力　金

頒　布　品

雑　収　入

前年度より

6,000円×280人

活動支部2,600人、遠隔地1,300人

寄付

利子

913,903

1,680,000

3,900,000

400,000

0

97

6,894,000

本年度予算額

578,291

1,692,000

4,500,000

100,000

0

709

6,871,000

前年度予算額

335,612

12,000

600,000

300,000

612

23,000

増　△　減 備　　　　考

(自Ｈ28. 4. 1～至Ｈ29. 3. 31)収入金額

支出金額

差引金額

6 , 8 9 4 , 0 0 0  円

6 , 8 9 4 , 0 0 0  円

0  円
(単位：円)収入の部

1

2

3

4

5

6

総　会　費

役 員 会 費

慶　弔　費

旅　　　費

通　信　費

消 耗 品 費

電算処理費

支部助成会費

事　業　費

事 務 局 費

繰　出　金

手　数　料

雑　　　費

予　備　費

資料作成費、懇親会費補助金

月例本部役員会等 

香典、弔電、餞別

支部会、東京鳩会への役員出席旅費等

会報送料、電話代、はがき、切手代

用紙、事務用品

ソフト操作指導料

会費還元、祝儀等

会報印刷、大会出場補助、入卒記念品等

事務費、人件費等

鳩の会へ

年会費取扱手数料 ･振込手数料

光熱費、複合機リース代他 

220,000

40,000

100,000

400,000

1,350,000

40,000

35,000

800,000

1,700,000

1,459,000

200,000

200,000

300,000

50,000

6,894,000

170,000

110,000

120,000

400,000

1,200,000

35,000

30,000

850,000

1,700,000

1,500,000

100,000

300,000

300,000

56,000

6,871,000

50,000

70,000

20,000

0

150,000

5,000

5,000

50,000

0

41,000

100,000

100,000

0

6,000

23,000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　△　減 備　　　　考

(単位：円)支出の部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

平成28年度屋代高等学校同窓会一般会計予算書

合　　　　計

(次年度繰越金)

△

△

△

△

△

△

△

△

△



平　成　28　年　８　月　１　日

　
３
月
５
日
〜
15
日
ま
で
の
11

日
間
、
附
属
中
学
３
年
生
の
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
語
学
研
修
が

行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
は
57
名
と
大
人
数
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
年
度
は

現
地
校
二
校
（
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
イ
ト
・
ス

ク
ー
ル
と
、
ホ
ブ
ソ
ン
ビ
ル
・

ポ
イ
ン
ト
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
）
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

午
前
は
基
本
的
に
英
語
研
修
を

し
、
午
後
は
現
地
校
と
の
交
流

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ホ
ブ
ソ
ン
ビ
ル
は
開
校
さ
れ

た
ば
か
り
の
小
学
校
で
、
ス
ポ

ー
ツ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

な
ど
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

小
学
生
が
教
え
て
く
れ
る
形
で

交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
校
は
11
歳
〜

13
歳
く
ら
い
の
生
徒
が
通
い
、

マ
オ
リ
系
の
生
徒
も
全
生
徒
の

30
％
ほ
ど
い
る
、
マ
オ
リ
の
文

化
や
伝
統
を
マ
オ
リ
語
を
通
し

て
学
習
し
て
い
る
学
校
だ
っ

た
。
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
校
に
通
っ

た
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
本
物

の
マ
オ
リ
文
化
を
教
え
て
頂

き
、「
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」

の
際
に
は
覚
え
た
て
の
《
ハ
カ
》

な
ど
を
披
露
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
本
校
の
生
徒
は
本

当
に
幸
せ
で
す
。
保
護
者
の
皆

様
、
学
校
、
同
窓
会
、
ホ
ス
ト

知
の
甲
子
園

：

８
つ
の
チ
ー
ム

で
仮
想
の
市
場
を
形
成
し
、
そ

の
中
で
の
物
品
販
売
を
通
じ
て

会
社
経
営
を
し
て
い
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

（M
E
SE

）
を
利
用
し
た
大
会
。

今
回
で
18
回
目
。

期
日

：

２
０
１
６
年
４
月
１
日

場
所

：

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ル

参
加
者

：

中
学
生
４
名
（
当
時
）

　
　
　
　
高
校
生
６
名

結
果

：

優
勝
（
現
高
校
１
年
中

澤
駿
君
・
若
林
由
一
郎
君
）・
準

優
勝
（
廣
石
健
悟
君
・
松
川
航

大
君
）
高
校
生
チ
ー
ム
３
組
も

奮
闘
し
、
４
位
、
５
位
、
７
位

と
続
い
た
。
中
学
生
の
優
勝
は

初
め
て
。

感
想

：

僕
た
ち
の
後
輩
の
チ
ー

ム
が
、
優
勝
を
収
め
た
。
知
の

甲
子
園
に
10
年
間
出
場
し
続
け

て
き
た
本
校
初
の
快
挙
で
あ
る
。

僕
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、
決
勝
進

出
は
果
た
し
た
も
の
の
、
結
果

的
に
は
後
輩
に
敗
れ
た
。
し
か

し
、
胸
に
こ
み
上
げ
て
き
た
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
致
し
ま
す
。

は
、
悔
し
さ
で
は
な
く
「
誇
ら

し
さ
」
だ
っ
た
。

　
そ
の
理
由
は
、
本
番
前
の
、

学
校
で
の
予
行
演
習
に
あ
っ
た
。

放
課
後
、
一
つ
の
教
室
に
、
高

校
生
・
附
属
中
学
生
が
次
々
と

集
ま
る
。
そ
こ
で
、
実
際
に
使

用
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し

な
が
ら
、
各
自
が
持
っ
て
い
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
実
践
を
通
し
て

教
え
あ
う
。
２
年
前
の
知
の
甲

子
園
で
、
全
国
準
優
勝
を
果
た

し
た
僕
の
チ
ー
ム
も
、
実
戦
で

の
コ
ツ
を
資
料
に
ま
と
め
上
げ

て
、
皆
と
共
有
し
た
。
だ
か
ら
、

後
輩
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
こ

の
結
果
は
、
自
分
に
と
っ
て
本

当
に
喜
ば
し
い
も
の
な
の
だ
。

「
自
分
一
人
で
戦
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
」
と
、
強
く
感
じ
た

大
会
で
あ
っ
た
。
心
強
さ
と
同

時
に
、
自
分
と
一
緒
に
戦
っ
て

く
れ
て
い
る
仲
間
や
先
生
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る
。

　
知
の
甲
子
園
を
通
じ
て
、
こ

れ
か
ら
も
全
国
で
結
果
を
残
し

て
い
け
る
と
嬉
し
い
。
何
よ
り

も
、「
チ
ー
ム
屋
代
」
の
精
神
が
、

伝
統
と
し
て
こ
の
学
校
に
い
つ

ま
で
も
根
付
い
て
い
く
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
る
。

決
勝
　
屋
代(

26)

―(

22)

上
田
染
谷
丘

※
今
年
度
全
国
大
会
出
場
は
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
み
。

　
男
子
は
一
点
差
で
優
勝
を
逃
す
。(

優
勝
は
長
野
南)

　
な
お
、
文
化
班
で
は
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
班
が
今
年

も
全
国
大
会
（
大
阪
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
ま
た

新
聞
班
、
文
芸
班
も
総
文
祭
に
参
加
す
る
。

　
二
〇
一
六
年
度
入
試
は
全
教
科
が

新
課
程
入
試
に
移
行
し
、
セ
ン
タ
ー

試
験
や
個
別
試
験
、
私
大
入
試
で
も

「
思
考
力
・
判
断
力
」
を
問
う
新
た

な
形
式
の
設
問
が
出
題
さ
れ
始
め

た
。
ま
た
、
大
卒
生
の
就
職
状
況
の

好
転
か
ら
「
文
高
理
低
」
の
志
願
状

況
に
変
わ
り
、
人
文
、
国
際
、
法
・

経
の
文
系
学
部
へ
の
出
願
が
増
え
た

反
面
、
理
工
系
学
部
へ
の
出
願
が
減

少
し
、
医
療
系
も
看
護
系
を
除
き
志

願
者
は
は
減
少
し
て
い
る
。「
難
関

国
公
立
大
」
や
「
地
元
国
公
立
大
」

志
向
の
状
況
は
継
続
し
て
い
る
。

　
本
校
で
は
、
現
役
・
既
卒
生
合
わ

せ
て
東
大
１
、
京
大
２
、
東
京
芸
術

１
の
合
格
者
を
出
し
、
現
役
生
で
は

北
海
道
１
、
東
北
５
、
東
京
外
語
１
、

第　65　号　(2)

　
赤
地
憲
一
同
窓
会
長
を
は
じ
め

同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本

校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
ご

理
解
と
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度

よ
り
学
校
長
を
務
め
ま
す
森
山
弘

之
で
ご
ざ
い
ま
す
。
塩
野
英
雄
前

校
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
創
立

九
三
年
目
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
本

校
に
着
任
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
喜
び
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
も

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
校
は
四
月
六
日
の
入

学
式
に
お
い
て
、中
学
生
八
十
名
、

高
校
生
二
百
八
十
一
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
本
年
度
も
順
調
な
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
九
年
度
に
は
中
高
一
貫
生
最

初
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
と
い
う

事
で
、
そ
の
進
路
状
況
に
注
目
が

集
ま
る
と
と
も
に
、
普
通
科
理
数

科
を
含
め
た
屋
代
高
校
の
体
制
全

体
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
期
を
迎

え
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
年

度
、
来
年
度
と
正
念
場
を
迎
え
る

訳
で
す
が
、
そ
こ
に
繋
が
る
、
こ

の
三
月
に
卒
業
し
た
生
徒
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
国
公
立
大
学
の
延

べ
合
格
者
が
１
２
９
名
、
私
立
大

学
が
３
２
９
名
と
過
去
最
高
の
素

晴
ら
し
い
進
学
実
績
を
上
げ
て
お

り
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
関
連
事
業
に
お
い
て

も
様
々
な
大
会
、
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て
お

り
ま
す
。

　
特
に
三
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た

「
知
の
甲
子
園
全
国
大
会
」
で
は
、

本
校
の
ペ
ア
が
優
勝
と
準
優
勝
と

い
う
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
前
校
長
先
生
を
始
め

と
す
る
関
係
者
の
不
断
の
努
力
の

結
果
、
今
年
度
か
ら
第
四
期
五
年

間
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
の
指
定
を
文
科
省

よ
り
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ

活
動
に
お
い
て
も
そ
の
活
躍
は
枚

挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
成
果
を
さ
ら
に
充
実
、
発

展
さ
せ
、
志
を
持
っ
て
社
会
や

人
々
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
有
為

な
る
人
材
を
輩
出
で
き
る
よ
う
、

最
大
限
の
努
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
屋
代
高
校
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
工
業
１
、
名
古
屋
３
、
大
阪
１
、

京
都
１
、
信
大
医
学
科
１
の
難
関
大

合
格
に
加
え
、
信
州
大
36
、
金
沢

11
、
富
山
12
と
、
県
内
３
位
の
国
公

立
大
合
格
者
数
１
２
９
名
を
数
え

た
。
ま
た
、
私
立
大
学
で
も
過
去
10

年
間
で
本
校
最
多
の
延
べ
合
格
者
数

を
出
し
て
お
り
、
現
役
・
既
卒
生
と

も
に
健
闘
し
た
。

　
屋
高
生
は
「
三
兎
（
勉
学
・
班
活
・

学
校
行
事
等
）」
を
全
力
で
追
う
こ

と
で
「
自
立
と
自
律
」
の
質
実
剛
健

の
精
神
を
身
に
つ
け
、
そ
の
結
果
と

し
て
進
路
実
現
を
成
し
遂
げ
て
い

る
。
今
後
の
課
題
は
、
各
自
の
高
い

目
標
で
あ
る
第
一
志
望
校
へ
挑
戦

し
、
進
路
実
現
を
果
た
す
こ
と
で
あ

る
。

会　　　報　　　　　　　　 鳩

さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て

　
　
学
校
長
　
森
　
山
　
弘
　
之

附
属
中
学
３
年
生

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
語
学
研
修
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
率
教
諭
　
池
田
実
千
代

「
知
の
甲
子
園
」
で

　

日
本
一
の
栄
冠

報
告
　

２
年
４
組
　

青
木
祐
人

　

現
役
生
・
既
卒
生
　
共
に
健
闘

　
現
役
国
公
立
大
合
格
者
　

県
内
３
位
（
１
２
９
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
係
主
事
　
宇
都
宮
　
仁4. 短期大学合格者数

5. 専門学校・大学校等合格者数

2. 国公立大学合格者数
国立大学 既卒 合計現役 公立大学 既卒 合計現役

私立大学 私立大学既卒 合計現役 既卒 合計現役

短期大学 既卒 合計現役

専門学校等 既卒 合計現役

1. 平成27年度入試　合格者数

2016年度　屋代高等学校　大学入試結果

107
22
129
339
18
9

27
3
30
132
0
0

134
25
159
471
18
9

北海道
北海道教育 函館
岩　手
山　形
東　北
筑　波
茨　城
宇都宮
群　馬
埼　玉
千　葉
電気通信
東　京
東京芸術
東京外国語
東京学芸
東京工業
横浜国立
上越教育
新　潟
富　山
金　沢
福　井
山　梨
信　州
静　岡
名古屋
京　都
大　阪
奈良教育
広　島
琉　球
　国立大　計

群馬県立県民
高崎経済
前橋工科
埼玉県立
首都大学東京
横浜市立
長岡造形
新潟県立
富山県立
石川県立
福井県立
都留文科
長野県看護
愛知県立芸術
名古屋市立
　公立大　計
国公立大合計

1
1
1

5

4
3
2
2

2

1
1
1
2
4
5
12
11
1
3
36
1
3
1
1
1
1
1

107

1
3
1
1
1
1
1
3
1
1
1

1

2
2

3
3

1

27

1
1
1
1
8
1
5
4
3
3
3
3
1
1
1
1
1
2
5
5
14
13
1
3
39
4
3
2
1
1
1
1

134

1
5
2
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
1

22
129

1

2
3
30

1
5
2
1
2
1
2
2
1
2
1
1
1
1
2
25
159

東　洋
法　政
立命館
専　修
文　教
明治学院
金沢工業
東京農業
駒　澤
日　本
千葉工業
獨　協
玉　川
東京電機
早稲田
國學院
武蔵野
中　央
明　治
工学院
成　城
同志社女子
東　海
芝浦工業
杏　林
新潟医療福祉
北　里
神奈川
日本女子
関東学院
岐阜医療科学
国際医療福祉
国立音楽
順天堂
神田外語
大東文化
拓　殖
帝　京
東京経済
東京理科
同志社
関　西

27
20
17
13
11
9
8
8
7
7
7
7
7
6
6
6
6
5
5
5
5
5
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2

11
11
10
9
1
1
3
1
6
6
3
2

6
5
1

7
4
1

4
1

3
1

5
2
1

38
31
27
22
12
10
11
9
13
13
10
9
7
12
11
7
6
12
9
6
5
5
8
5
4
4
4
6
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
7
4
3

3. 私立大学合格者数

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1

4
2
1
1

3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
5
3
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

長野赤十字看護
　　　他
専門学校等 計

3
6
9 0

3
6
9

長野県短
静岡県立大短大
川崎市立看護短
　　　他
　　短大　計

10
3
1
4
18 0

10
3
1
4
18

新潟薬科
愛知産業
岐阜聖徳学園
京都産業
京都女子
共　栄
近　畿
実践女子
清泉女学院
帝京平成
東京工科
東京女子
東洋英和女学院
二松學舍
明治薬科
明　星
流通経済
成　蹊
常　葉
高崎健康福祉
立　教
フェリス女学院
亜細亜
関西外国語
畿　央
京都外国語
京都造形芸術
佐　久
淑　徳
女子栄養
松　本
湘南医療
神戸女学院
神奈川工科
諏訪東京理科
星薬科
聖　徳
大妻女子
中　部
長　野
津田塾
帝京科学

私立大学 既卒 合計現役

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

339

2
2
2
1
1
1
1
1

132

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
1
1
1
1
1

471

東京家政
東京工芸
東京都市
東京薬科
東都医療
日本体育
名古屋外国語
名古屋学芸
名古屋造形
龍　谷
麗　澤
青山学院
学習院
東北福祉
桜美林
大妻女子
関西学院
慶　應
上　智
　私立大　計

既　卒 合　計現　役

現役生 ７クラス（279名)

校種別総計

国立大　計
公立大　計

国公立大計
私立大　計
短　 大  計

専門学校など 計

（現役・既卒生　延べ合格者数　大学別）
　　　　　　　　　　　（５月１日現在）

＊計は現役・既卒とも

　他大合格を含む

　
平
成
二
十
八
年
度
の
入
学
式
は

満
開
の
桜
の
下
、四
月
六
日
（
水
）

に
挙
行
さ
れ
、
付
属
中
学
校
八
十

名
、高
等
学
校
二
百
八
十
一
名
が
、

晴
れ
て
「
鳩
が
丘
」
の
一
員
と
な

っ
た
。

　
新
し
く
着
任
し
た
森
山
校
長
は

「
社
会
に
対
す
る
責
任
」
を
学
び

の
旨
と
し
、
努
力
す
る
こ
と
を
訴

　
高
校
第
六
十
八
回
の
卒
業
式
は
、

平
成
二
十
八
年
三
月
二
日
に
行
わ

れ
、
二
百
七
十
九
名
の
若
鳩
が
母

校
を
後
に
、
大
空
へ
飛
び
立
っ
て

行
っ
た
。
こ
れ
で
卒
業
生
の
総
数

え
た
。
赤
地
同
窓
会
長
は
、
今
年

度
の
セ
ン
タ
ー
試
験
で
長
野
県
最

高
点
を
取
っ
て
京
都
大
学
に
進
学

し
た
Ｎ
君
の
例
を
紹
介
し
つ
つ
、

後
輩
の
奮
起
を
促
し
た
。

　
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
先
輩
た
ち

に
続
こ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
の
、

日
々
の
生
活
が
充
実
し
た
も
の
と

な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

は
二
万
四
千
余
名
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
付
属
中
学
の
卒
業
式
は

三
月
十
七
日
（
木
）
に
挙
行
さ
れ
、

卒
業
生
八
十
名
は
全
員
屋
代
高
校

に
進
学
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
入
学
式

平
成
二
十
七
年
度
卒
業
式

母校現 況　　後 輩 の 活 躍

成　　　　績

ハンドボール

陸　　　上

柔　　　道

テ　ニ　ス

空　手　道

山　　　岳

男子
女子
男子
男子
男子
男子
男子
男子
女子
男子
男子
男子
女子

２位
１位
８種競技３位
81Kg級３位
66Kg級３位
90Kg級５位
団体５位
団体３位
団体４位
団体組手２位
団体形３位
３位
３位

備　　　考
北信越大会出場
インターハイ出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場
北信越大会出場

坂本　敦士
岡宮　拓実
内堀　紘徳
若林　誠彦

競　技

女
子
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
班
県
大
会
優
勝
！

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
山
口
県
）
へ
（
２
年
ぶ
り
）

平成28年度　長野県高校総合体育大会結果
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塩
崎
支
部

　
支
部
長
　
柳
原
義
正（
高
11
回
）

期
日

：

平
成
28
年
４
月
24
日(

日)

場
所

：

杏
泉
閣

人
数

：

14
名

　
本
会
よ
り
赤
地
会
長
を
お
迎
え

し
て
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事

業
報
告
及
び
会
計
報
告
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
支

部
長
に
宮
下
忠
之
氏
、
又
一
部
幹

事
が
選
任
さ
れ
、
今
後
の
活
動
に

当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
地
会
長
か
ら
は
、
同
窓
会
館

建
設
に
向
け
て
の
現
況
報
告
等
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続

い
て
の
懇
親
会
は
、
思
い
出
話
等

で
盛
り
上
が
り
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
級
支
部

　
支
部
長
　
西
沢
正
人（
高
６
回
）

期
日

：

平
成
28
年
５
月
14
日(

土)

場
所

：

あ
さ
ひ
や

人
数

：

12
名

　
２
月
中
旬
の
準
備
会
を
経
て
、

鳩
会
更
級
支
部
の
「
再
開
」
第
一

回
総
会
を
５
月
14
日
に
開
催
し

た
。
事
務
局
か
ら
頂
い
た
名
簿
を

基
に
、
２
４
０
通
ほ
ど
の
開
催
案

内
を
投
函
し
た
。「
宛
て
所
に
尋

ね
あ
た
り
ま
せ
ん
」
が
30
通
、
転

居
・
海
外
勤
務
の
情
報
と
欠
席
の

返
信
が
50
通
を
越
え
た
。

　
当
日
は
12
人
の
参
加
を
得
て
、

支
部
長
に
西
沢
正
人
（
高
６
）、

副
支
部
長
に
西
沢
秀
文
（
高
17
）、

監
事
に
宮
城
靖
夫
（
高
７
）・
塚

田
勝
寿
（
高
15
）、
事
務
局
に
中

村
仁
志
（
高
23
）、中
村
洋
一
（
高

28
）、
小
林
武
広
（
高
32
）、
池
田

淳
一
（
高
46
）
の
各
氏
を
選
出
し

た
。
続
く
懇
親
会
で
は
、
懐
か
し

い
恩
師
や
校
舎
の
こ
と
な
ど
、
そ

　

東
京
鳩
会

会
長
　
柿
崎
正
義
（
高
９
回
）

期
日

：

平
成
28
年
２
月
20
日(

土)

場
所

：

コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ

　
　
　
ッ
ト
　
銀
座
東
武
ホ
テ
ル

人
数

：

68
名

　
本
部
か
ら
赤
地
会
長
、
高
山
、

新
津
副
会
長
、
母
校
よ
り
塩
野
校

長
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
開
催
し

ま
し
た
。

　
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
森
村
た

ま
き
氏
の
特
別
寄
稿
を
お
読
み
下

さ
い
。

（
報
告
）
伊
東
博
道
・
高
20
回

　
　

東
京
鳩
会
か
ら

　
高
校
35
回
　
森
村(

中
村)

た
ま
き

　
東
京
鳩
会
で
は
毎
年
総
会
と
懇

親
会
を
開
催
し
、
首
都
圏
在
住
の

屋
高
健
児
た
ち
の
交
歓
の
場
と
し

て
い
ま
す
。
第
41
回
の
本
年
は
２

月
20
日
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
に
、
世

代
も
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
約
70
名

の
健
児
が
集
い
、
魂
の
故
郷
に
思

い
馳
せ
る
理
性
の
饗
宴
の
ひ
と
と

き
を
共
有
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
・

キ
ー
ボ
ー
デ
ィ
ス
ト
堀
越
昭
宏
さ

ん
（
高
35
）
に
よ
る
演
奏
あ
り
、

鳩
会
名
誉
会
員
に
ご
就
任
さ
れ
た

瀨
在
幸
安
日
大
元
総
長
（
高
１
）

と
北
沢
俊
美
参
議
院
議
員（
高
８
）

に
相
撲
絵
師
松
林
モ
ト
キ
さ
ん

（
高
19
）
よ
り
肖
像
画
額
の
贈
呈

あ
り
、
お
酒
や
書
籍
な
ど
の
福
引

の
後
、
最
後
は
全
員
で
応
援
歌
を

熱
唱
し
て
来
年
の
再
会
を
誓
い
合

い
、
大
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　
こ
の
総
会
・
懇
親
会
を
支
え
て

い
る
の
が
柿
﨑
正
義
東
京
鳩
会
会

ど
も
の
話
を
中
心
に
、
中
村
君
の

高
校
時
代
の
思
い
出
や
勉
強
法
も

お
聞
き
で
き
て
、
意
義
深
い
温
か

な
会
に
な
っ
た
。
ご
参
加
い
た
だ

い
た
皆
様
と
中
村
君
に
感
謝
し
た

い
。
子
ど
も
た
ち
も
中
村
君
の
よ

う
に
、
希
望
を
も
っ
て
キ
ラ
キ
ラ

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
報
告
）
宮
澤
利
彦
・
高
36
回

　

西
条
支
部

支
部
長
　
栗
林
茂
雄(

高
４
回)

期
日

：

平
成
28
年
３
月
26
日(

土)

場
所

：

松
代
町
　
定
鑑
堂

人
数

：

19
名

　
本
会
か
ら
赤
地
会
長
、
栗
林
副

会
長
を
お
迎
え
し
、
会
員
19
名
の

参
加
を
得
た
。
先
輩
海
沼
寛
夫
氏

（
中
20
）
か
ら
は
、
支
部
発
足
時

の
経
緯
、
そ
の
過
程
に
見
る
苦
労

等
、
世
代
の
移
ろ
う
今
こ
そ
貴
重

な
学
び
の
場
を
戴
く
。

　
本
会
栗
林
副
会
長
か
ら
は
、
母

校
百
周
年
事
業
の
一
つ
同
窓
会
館

建
設
の
進
捗
・
募
金
協
力
方
を
、

ま
た
赤
地
会
長
か
ら
は
力
あ
る
発

声
の
下
、
絆
の
杯
を
。

　
校
歌
「
魂
の
故
郷
」
で
開
会
し
、

応
援
歌
「
東
雲
開
け
て
」「
若
葉
に

薫
る
」
等
の
蛮
声
で
括
り
、
散
会

時
は
皆
々
若
い
力
に
満
ち
て
い
た
。

同
期
会
・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
支
部
総
会
　報
告

れ
ぞ
れ
在
校
当
時
の
思
い
出
に
花

を
咲
か
せ
、
赤
地
会
長
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
に
よ
る
前
奏
に
続
い
て
、

校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
た
。
ど

ん
な
に
時
を
経
て
も「
魂
の
故
郷
」

に
は
力
が
入
る
。
最
後
に
、
会
場

「
あ
さ
ひ
や
」
の
店
主
関
正
彦
氏

（
高
31
）
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
、
再

度
校
歌
を
斉
唱
し
て
お
開
き
と

し
、
更
級
支
部
の
今
後
の
発
展
を

誓
っ
た
。

（
報
告
）
中
村
洋
一
・
高
28
回

　

上
山
田
支
部

　
支
部
長
　
田
嶋
義
道（
高
20
回
）

期
日

：

平
成
28
年
５
月
22
日(

日)

場
所

：

上
山
田
温
泉
ホ
テ
ル
プ
ラ
ト
ン

人
数

：

９
名
＋
２
名

　
２
年
ぶ
り
に
上
山
田
支
部
の
総

会
が
赤
地
会
長
、
事
務
局
の
宮
原

氏
の
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て
開
催

さ
れ
た
。
本
会
か
ら
の
主
た
る
報

告
は
や
は
り
同
窓
会
館
建
設
に
伴

う
説
明
で
あ
っ
た
。
ま
た
在
校
生

の
素
晴
ら
し
い
活
動
実
績
等
の
お

話
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
誇
ら
し
く
感

じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
支
部
の
検
討
内
容
と
し
て
は
、

底
を
つ
き
そ
う
な
活
動
費
に
関
し

て
、
年
会
費
の
徴
収
方
法
や
そ
の

額
に
つ
い
て
話
題
と
な
っ
た
。
役

員
改
選
の
あ
と
、懇
親
会
に
入
り
、

同
じ
屋
高
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
話
は
尽

き
な
か
っ
た
が
、
次
回
を
期
し
て

お
開
き
と
な
っ
た
。

　

東
京
鳩
会

　
第
十
二
回
生
同
期
会

幹
事
・
根
石
紘
一

期
日

：

平
成
27
年

　
　
　
９
月
28
日(

月)

〜
29
日(

火)

場
所

：

横
浜
み
な
と
み
ら
い
万
葉

　
　
　
倶
楽
部

人
数

：

21
名

　
第
十
二
回
生
は
卒
業
後
55
年
に

な
り
ま
す
が
、
当
会
は
毎
年
東
京

も
し
く
は
そ
の
近
辺
で
総
会
・
懇

親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
長
野
県
在
住
者
九
名
を
迎
え

て
、
中
華
街
で
の
昼
食
会
・
散
策
、

万
葉
倶
楽
部(

温
泉)

で
の
総
会
・

懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
夜
景
が

美
し
い
大
桟
橋
迄
の
横
浜
港
ナ
イ

ト
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
長
野
か
ら
の
参
加
者
は
、
翌

日
名
門
コ
ー
ス
の
磯
子
カ
ン
ツ
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で

帰
り
ま
し
た
。

　

第
二
十
七
回
生
同
期
会

幹
事
・
浅
井
　
淳

期
日

：

平
成
27
年
11
月
14
日(

土)
場
所

：

篠
ノ
井
サ
ト
ウ
会
館

人
数

：

35
名

　
第
27
回
生
の
同
期
会
は
平
成
17

年
に
第
１
回
目
を
開
催
し
、
同
期

生
が
経
営
す
る
サ
ト
ウ
会
館
に
て

３
年
振
り
に
第
７
回
目
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
来
賓
と
し
て

古
川
正
幸
先
生
と
伊
藤
嘉
幸
先
生

を
お
迎
え
し
、
同
期
生
33
名
の
参

加
の
も
と
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
で
一
番
少
な
い
参
加
者

数
で
し
た
が
、
恩
師
か
ら
の
挨
拶

に
続
き
、
参
加
者
各
人
か
ら
近
況

報
告
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会

に
高
校
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が

咲
き
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

還
暦
ま
で
あ
と
一
年
ほ
ど
と
い
う

年
代
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
等
で

ま
だ
ま
だ
多
忙
な
日
々
を
送
る
毎

日
で
す
が
、
当
日
は
久
し
振
り
に

高
校
時
代
の
若
者
に
戻
り
笑
顔
の

絶
え
な
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
次
回
の
再
会
を
約

束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　　

篠
ノ
井
支
部

支
部
長
　
樋
口
徳
治
（
中
21
回
）

期
日

：

平
成
27
年
11
月
３
日(

土)

場
所

：

篠
ノ
井
サ
ト
ウ
会
館

人
数

：

13
名

　
本
会
よ
り
柳
沢
副
会
長
を
お
迎

え
し
、
13
名
で
開
催
。
最
初
に
柳

沢
副
会
長
か
ら
念
願
の
同
窓
会
館

建
設
に
関
す
る
件
、
次
に
中
高
一

貫
校
と
し
て
の
母
校
の
現
状
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
支
部
に
お
い
て
は
、
一
部
役
員

の
改
選
が
議
題
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
総
会
後
は
、
渡
辺
副
支
部
長

の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
懇
親
会
が

ス
タ
ー
ト
。
望
月
市
議
の
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
年
代
を
越
え

て
の
歓
談
に
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
報
告
）
佐
藤
幸
男
・
高
27
回

　

県
庁
鳩
会

　
幹
事
長
　
鈴
木
伸
子（
高
40
回
）

期
日

：

平
成
28
年
２
月
17
日(

水)

場
所

：

ホ
テ
ル
信
濃
路

人
数

：

51
名
（
含
来
賓
五
名
）

　
来
賓
に
、
赤
地
会
長
、
高
山
副

会
長
、
新
津
副
会
長
、
塩
野
校
長

先
生
、
高
橋
県
議
、
小
川
県
議
を

お
迎
え
し
、
総
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
役
員
改
選
の
結
果
、
新
支

部
長
に
は
佐
藤
さ
ん
（
高
30
回
）

が
就
任
。
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、

母
校
や
同
窓
会
の
状
況
等
の
お
話

を
い
た
だ
き
、
母
校
の
変
貌
に
思

い
を
馳
せ
ま
し
た
。
職
場
が
近
く

て
も
話
を
す
る
機
会
は
少
な
く
、

ま
し
て
職
場
で
の
関
係
ゆ
え
に
親

し
く
語
る
こ
と
も
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
懇
親
会
で
は

学
生
時
代
の
話
や
仕
事
の
話
な

ど
、
楽
し
く
意
見
交
換
が
で
き
ま

し
た
。
恒
例
の
近
藤
さ
ん（
41
回
）

の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
団

結
を
確
認
し
思
い
出
深
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
報
告
）
安
藤
嘉
夫
・
高
27
回

長
（
高
９
）
を
中
心
と
す
る
幹
事

の
皆
さ
ん
で
す
。
年
に
一
度
東
京

鳩
会
会
報
を
発
行
す
る
ほ
か
、
会

員
名
簿
の
維
持
管
理
、
会
計
、
会

場
設
営
等
々
沢
山
の
裏
方
仕
事

を
、
幹
事
会
後
の
ご
苦
労
飲
み
を

楽
し
み
に
引
き
受
け
て
下
さ
っ
て

い
る
、
頼
も
し
い
集
団
で
す
。

　
若
い
世
代
と
女
性
へ
の
ア
ピ
ー

ル
が
年
来
の
課
題
だ
っ
た
東
京
鳩

会
で
す
が
、
昨
年
か
ら
女
性
４
名

が
お
手
伝
い
に
加
わ
り
、
若
さ
と

華
や
ぎ
を
い
く
ぶ
ん
増
し
て
い
る

途
上
で
す
。
今
度
は
女
子
会
企
画

で
チ
ョ
イ
飲
み
会
を
し
た
い
ね

と
、
話
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
鳩
会
幹
事
会
は
若
い
仲
間

の
参
加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
東

京
暮
ら
し
を
始
め
た
ば
か
り
の
大

学
生
、
新
社
会
人
の
皆
さ
ん
。
東

京
で
働
き
、子
育
て
中
の
皆
さ
ん
。

東
京
鳩
会
に
は
大
先
輩
が
た
く
さ

ん
在
籍
し
、
皆
さ
ん
の
話
を
聞
き

た
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
一
度

総
会
・
懇
親
会
に
参
加
し
て
み
て

下
さ
い
。
そ
し
て
楽
し
い
幹
事
の

仲
間
に
加
わ
っ
て
下
さ
い
。
私
は

東
京
鳩
会
の
会
合
に
行
く
た
び

に
、
故
郷
の
方
で
東
京
に
出
て
き

て
く
れ
た
よ
う
な
、
懐
か
し
さ
と

安
心
を
覚
え
ま
す
。
屋
高
健
児
の

絆
は
強
い
の
で
す
よ
。

　
な
お
東
京
鳩
会
で
はFacebook

ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
参

加
ご
希
望
の
方
は
管
理
人
の
森
村

た
ま
き
宛
に
お
気
軽
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
チ
ョ
イ

飲
み
会
の
ご
案
内
な
ど
、
お
届
け

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

附
属
中
校
友
会

期
日

：

平
成
28
年
３
月
19
日（
土
）

場
所

：

一
松
亭

参
加

：

４
名

　
娘
が
附
属
中
に
合
格
し
て
興
奮

し
た
年
か
ら
早
い
も
の
で
５
年
が

経
ち
、
今
や
高
校
二
年
の
彼
女
も

そ
の
歳
月
の
中
で
沢
山
の
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

附
属
中
と
い
う
繋
が
り
を
つ
く
っ

て
く
れ
た
子
ど
も
に
感
謝
し
た

い
。
今
回
、
初
の
校
友
会
は
、
京

都
大
学
に
合
格
通
知
を
手
に
し
た

ば
か
り
の
中
村
峻
太
郎
君
も
か
け

つ
け
て
下
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

更
級
支
部
、
附
属
中
校
友
会
が
発
足

卒業回期(年齢) 代表幹事（敬称略) 開催期日 場所 備考

高35回（50歳)
高46回（40歳)

高32回　　　　

高５回（80歳)
高17回（70歳)

中1～16回（90歳以上)

青木猛治

倉﨑哲矢　小林宏美

山崎典久

和田邦章　佐藤利徳

野口泰軌　宮尾俊彦

村松友春　柳原康広

上原秀太　柳原重徳

飯島勇三（中11回)

８月1４日(日)１7時
８月15日(月)１8時

11月　５日(土)１7時
　

11月22日(火)１8時

平成29年１月２６日(木)

メトロポリタン長野

メトロポリタン長野

サトウ会館

上山田ホテル

上山田ホテル

（検討中）

平成28年度今後の「ホームカミング鳩会」開催予定

特
別
寄
稿
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次
の
方
が
２
０
１
６
年
春
、
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旭
日
双
光
章

　
　
　
青
木
　
崇
様
（
高
９
回
）

　
　
　
　
　
　
　
千
曲
市
桑
原

転 出（異動）・退 職 者

転出先等教科

英語

国語

地公

社会

地公

地公

地公

数学

数学

理科

理科

理科

保体

保体

保体

英語

英語

英語

英語

養護

行政

SSH

備考

在２年

在９年

在１年

在４年

在６年

在３年

在１年

在１年

在８年

在６年

在10年

在１年

在８年

在３年

在１年

在４年

在１年

在７年

在５年

在３年

在２年

在５年

在１年

職　名

校　長

教　論

常　講

教　論

教　論

非　講

非　講

教　論

教　論

教　論

再任Ｓ

非　講

教　論

教　論

常　講

教　論

常　講

教　論

教　論

教　論

事務長

主　任

職　員

事　務

高校教育課

長野

上田染谷丘東御清翔

長野市立松代中

定年退職

退職

屋代

退職

上田染谷丘

池田工業(定)教頭

屋代

退職

長野南

長野市立更北中

野沢南

退職

退職

定年退職

野沢温泉小教頭

長野市立中条小

長野西

長野工業

退職

退職

氏　　名

塩野　英雄

佐藤　　博

佐藤訓稚薫

新谷　逸也

寺田　公一

祢津　宗伸

宮坂　　静

赤羽　研二

山浦　権一

近藤　信昭

武井　　統

渡邉　規夫

鳥谷越　洋

半田　雅彦

山﨑　大介

樽井　千寛

中村　護光

前嶋　　功

宮澤　　宏

島田　猶美

大内　　宏

古旗　美穂

林　　香代

飯田　佐織

転　入（異動）者

転出先等教科

数学

国語

地公

社会

地公

地公

数学

数学

理科

理科

理科

保体

保体

保体

英語

英語

英語

英語

養護

行政

備考

（附属中）

再任用Ｆ

本務：長商

（新規採用）

（附属中）

（新規卒業）

再任用Ｆ

再任用Ｆ

（附属中）

再任用Ｓ

（附属中）

職　名

校　長

教　論

常　講

教　論

教　論

教　論

教　論

教　論

教　論

非　講

非　講

教　論

教　論

常　講

教　論

教　論

教　論

教　論

教　論

事務長

主　幹

職　員

高校教育課

上田

屋代

飯田市立鼎中

屋代

諏訪清陵

上田染谷丘

中野立志館

マンチェスター大学

屋代

坂城

佐久市立泉小

東京学芸大

小諸

屋代

長野市立櫻ヶ岡中

松代

中川村立中川西小

須坂建設事務所

長野建設事務所

氏　　名

森山　弘之

長島　章二

宮坂　　静

宮田　　雄

寺田　公一

小嶋　　薫

大沢　　東

勝山　忠仁

長山　耕己

武井　　統

橋詰　治明

山本　臣也

小岩井浩明

村松　卓哉

清水　貴生

前嶋　　功

岡庭　亜澄

伊藤　晶夫

菅沼　昌子

堀　　　晃

青木　利枝

西沢きよみ

内部での異動平成27年度末　人事異動

就学支援金制度
事務補助

長野県屋代高等学校
　　　　附属中学校（敬称略）

春
の
叙
勲
受
章
者

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

・
大
内
　
伸
夫
（
高
17
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
12
月
２
日

・
篠
崎
　
　
哲
（
高
２
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
１
月
１
日

・
青
柳
　
秀
行
（
高
39
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
１
月
17
日

・
北
川
五
十
一
（
高
６
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
１
月
23
日

・
金
沢
　
勲
男
（
高
17
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
２
月
16
日

・
熊
井
　
淳
一
（
中
19
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
２
月
20
日

・
滝
澤
　
悦
雄
（
高
３
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
２
月
25
日

・
渡
邉
　
啓
介
（
高
５
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
３
月
11
日

・
宮
本
　
千
秋
（
中
11
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
３
月
24
日

・
小
出
　
倫
平
（
中
16
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
４
月
11
日

・
坂
井
　
広
治
（
高
17
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
４
月
15
日

・
近
藤
　
武
男
（
高
９
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
４
月
20
日

・
丹
野
　
頼
元
（
中
18
―
４
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
４
月
22
日

・
中
村
　
英
次
（
中
21
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
５
月
10
日

・
南
澤
　
一
雄
（
高
４
回
）

　
　
　
　
平
成
28
年
５
月
15
日

・
平
林
　
芳
明
（
高
６
回
）

　
　
　
　
平
成
16
年
12
月
11
日

・
高
村
　
明
和
（
高
６
回
）

　
　
　
　
平
成
17
年
１
月
20
日

・
岩
井
　
　
洋
（
高
11
回
）

　
　
　
　
平
成
21
年
７
月
１
日

・
中
村
　
美
郎
（
中
14
回
）

　
　
　
　
平
成
22
年
５
月
31
日

・
南
沢
　
増
治
（
中
５
回
）

　
　
　
　
平
成
23
年
６
月
25
日

・
神
野
　
利
雄
（
高
７
回
）

　
　
　
　
平
成
26
年
６
月
５
日

・
宮
下
　
理
作
（
高
１
回
）

　
　
　
　
平
成
26
年
12
月
19
日

・
小
泉
　
昌
嗣
（
高
13
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
１
月
８
日

・
小
宮
山
　
晃
（
中
18
―
４
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
９
日

・
荒
川
　
修
一
（
中
18
―
５
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
３
月
24
日

・
原
　
　
昌
義
（
中
17
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
６
月
13
日

・
安
田
　
喜
弘
（
中
21
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
８
月

・
栁
澤
　
豊
昭
（
高
３
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
８
月
27
日

・
宮
澤
　
孝
雄
（
中
18
―
５
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
９
月
18
日

・
和
田
　
幸
徳
（
中
18
―
５
回
）

　
　
　
　
平
成
27
年
11
月
15
日

　「
心
は
見
え
な
い
が
心
遣
い
は
見

え
る
」
―
或
る
寺
の
門
前
に
《
今

日
の
こ
と
ば
》
と
し
て
書
か
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　「
心
遣
い
」
と
は
古
典
で
は
「
用

意
」（
意
を
用
い
る
）の
こ
と
。「
配

慮
」
や
「
思
い
や
り
」
で
あ
る
。

根
本
に
あ
る
の
は
他
者
に
対
す
る

敬
意
だ
。
日
本
人
の
生
活
の
中
に

お
け
る
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
は

《
文
化
》
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
。

　「
徒
然
草
」
の
「
神
無
月
の
こ
ろ
」

は
そ
の
こ
こ
ろ
を
シ
ニ
カ
ル
な
笑

い
で
包
む
。
作
者
は
人
里
離
れ
た

庵
で
の
主
の
心
あ
る
住
ま
い
方
に

感
心
し
き
り
。
だ
が
、
最
後
に
柑

子
の
木
の
周
り
を
柵
で
囲
ん
で
あ

る
の
を
見
て
一
気
に
興
が
醒
め

た
、
と
い
う
あ
の
話
だ
。
行
き
過

ぎ
は
嫌
味
に
な
る
。

　
諸
事
心
し
て
《
見
え
る
心
》
と

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
編
集
委
員
　
徳
嵩
　
芳
夫
（
高
19
）

　
　
　
　
　
　
吉
川
　
正
徳
（
高
22
）

　
　
　
　
　
　
徳
永
　
次
男
（
高
25
）

　
　
　
　
　
　
中
津
佳
津
恵
（
高
47
）

百
周
年
記
念
事
業
の
募
金
と
併
せ

て
詳
細
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

募
金
の
経
過
報
告
と
協
力
要
請
等

が
あ
り
、
会
員
か
ら
は
募
金
の
納

め
方
の
要
望
や
同
窓
会
館
の
内
容

に
つ
い
て
の
質
問
・
要
望
も
出
さ

れ
、熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
会

議
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
懇
親
会
に
移

り
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
校
と

同
窓
会
の
一
層
の
発
展
を
願
っ
て

締
め
を
行
い
散
会
し
ま
し
た
。

　

高
校
第
十
五
回
同
期
会

幹
事
　
太
田
政
夫

期
日

：

平
成
28
年
６
月
12
日(

日)

場
所

：

上
山
田
温
泉
圓
山
荘

人
数

：

46
名

　
昭
和
38
年
３
月
卒
業
、
半
世
紀

を
過
ぎ
て
の
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

鳩
会
（
38
会
）
と
し
て
の
開
催
で

し
た
。

　
同
期
会
初
参
加
者
も
数
名
。
し

か
し
、
一
寸
話
を
す
れ
ば
若
き
日

の
姿
が
甦
る
。
古
稀
を
越
え
て
の

人
生
話
も
感
銘
深
く
、
改
め
て
同

期
生
の
良
さ
を
感
じ
た
一
晩
に
な

り
ま
し
た
。
会
の
終
わ
り
、
力
強

く
校
歌
斉
唱
。
次
回
は
喜
寿
か
来

年
か
。
再
会
を
期
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
日
ま
で
み
な
さ

ん
お
元
気
で
。

※
な
お
会
費
の
一
部
（
十
万
円
）

を
同
窓
会
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。

　

川
柳
支
部

　
支
部
長
　
田
中
貞
雄(

高
11
回)

期
日

：

平
成
28
年
６
月
19
日(

日)

場
所

：

篠
ノ
井
佐
藤
会
館
ザ
・
ワ
イ
ズ

人
数

：

17
名

　
本
会
か
ら
赤
地
会
長
、
新
津
副

会
長
が
出
席
。
母
校
の
現
況
、
同

窓
会
館
建
設
の
経
過
、
募
金
の
在

り
方
、
年
会
費
値
上
げ
等
に
つ
い

て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
協
議
に

入
り
ま
し
て
、
27
年
度
の
事
業
報

告
、
会
計
報
告
、
28
年
度
の
事
業

計
画
、予
算
案
の
報
告
が
行
わ
れ
、

役
員
改
選
で
は
新
支
部
長
に
小
林

武
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親

会
は
出
席
者
全
員
参
加
で
行
わ

れ
、
和
や
か
な
う
ち
に
親
睦
を
は

か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ん
＝
当
時
は
田
舎
の
庶
民
的
な
菓

子
）
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、「
こ

れ
は
初
め
て
の
も
の
、
お
い
し
い

で
す
ね
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
際
の
、

う
ま
そ
う
な
し
ぐ
さ
と
そ
の
庶
民

性
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
私
は
真
田
邸
に
招
か

れ
、
真
田
一
族
と
卓
球
を
共
に
楽

し
み
ま
し
た
。
そ
の
思
い
出
が
心

に
浮
か
ぶ
た
び
、
親
し
み
と
品
性

の
良
さ
を
感
じ
故
人
を
偲
ん
だ
も

の
で
す
。》

　
こ
の
よ
う
な
内
容
に
対
し
、「
学

生
時
代
、
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。

長
身
の
美
男
子
」
と
か
「
六
文
銭

の
社
紋
が
残
っ
て
い
る
」
等
の
返

信
を
戴
き
ま
し
た
。
今
回
の
寄
稿

依
頼
に
対
し
、
数
人
の
同
級
生
に

幸
長
氏
評
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
尊

大
な
と
こ
ろ
な
く
、
お
だ
や
か
で

手
が
器
用
な
人
」
と
い
う
声
が
多

く
、
我
が
意
を
得
ま
し
た
。

　
十
四
代
幸
俊
現
当
主
は
、
子
供

　「
真
田
丸
」
の
人
気
故
に
一
部

の
知
人
に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送

り
ま
し
た
。

　《
私
は
高
校
時
代
、
幸
長
氏
と

大
変
親
し
く
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
氏
は
卓
球
が
上
手
で
我
が
社

で
社
員
ら
と
興
じ
た
り
、
我
が
家

に
来
ら
れ
た
折
、
香
煎
（
こ
う
せ

の
頃
、
父
上
が
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ

の
解
体
修
理
を
し
て
い
た
姿
を
見

て
興
味
が
湧
き
、
こ
れ
が
き
っ
か

け
で
理
系
に
進
み
、
現
在
慶
応
大

学
理
工
学
部
教
授
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
更
に
歴
史
を
顧
み
て
、
幸

俊
氏
は
、
昌
幸
公
に
対
し
「
よ
く

ぞ
生
き
抜
い
て
下
さ
っ
た
。
こ
れ

は
奇
跡
そ
の
も
の
で
、
そ
の
た
め

に
知
略
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
」

と
し
、嫡
男
の
初
代
当
主
信
幸（
信

之
）
公
に
は
「
真
田
を
守
り
抜
く
、

こ
の
一
点
に
集
中
し
て
く
れ
ま
し

た
」
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
尚
、
歴
史
家
の
磯
田
道
史
氏
は

「
興
亡
の
明
暗
を
分
け
る
も
の
は
、

教
育
力
の
差
、
特
に
競
争
が
激
し

い
時
代
に
は
そ
の
レ
ベ
ル
の
違
い

が
サ
バ
イ
バ
ル
力
を
大
き
く
左
右

す
る
。
そ
の
最
適
な
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
が
真
田
家
だ
」
と
解
説
し
て

い
ま
す
。
昌
幸
公
の
知
略
で
の
対

応
力
は
素
晴
ら
し
く
、
こ
の
よ
う

な
対
応
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
こ

そ
教
育
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
校
は
誇
れ
る
中
高

一
貫
校
で
す
。「
真
田
丸
」
で
学

ん
で
一
層
充
実
さ
れ
ま
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
鳩
の
目
◇

た
た
え
る
」
の
「
五
作
」
の
脱
字

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
篠
遠
嘉

人
博
士
の
「
嘉
」
は
「
喜
」
が
正

し
い
も
の
で
す
。

★
64
号
四
面
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

報
告
」
の
「
第
三
十
四
回
同
期
会
」

の
幹
事
の
名
は
正
し
く
は
「
宮
坂

博
昭
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

致
し
ま
す
。

★
64
号
二
面
「
特
別
寄
稿
メ
タ
セ

コ
イ
ア
の
思
い
出
」
の
中
で
、「
長

谷
川
五
作
先
生
著
作
選
集
」の「
選
」

が
、
ま
た
「
長
谷
川
五
作
先
生
を

訂
　
正

　

卒

寿

鳩

会

期
日

：

平
成
28
年
１
月
28
日（
木
）

場
所

：

上
山
田
ホ
テ
ル

参
加
者
（
敬
称
略
）

　
飯
島
勇
三
（
中
11
回
）

　
市
川
　
誠
（
中
15
回
）

　
小
出
倫
平
（
中
16
回
）

　
柳
沢
穂
積
（
中
16
回
）

＊
中
15
回
の
山
口
吉
宗
様
か
ら
は

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

　「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
鳩
会
」
の
一

貫
と
し
て
、
90
歳
を
迎
え
た
中
学

１
回
〜
16
回
の
１
５
８
名
に
ご
案

内
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
４
名

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
「
卒
寿
鳩

会
」
と
し
て
開
催
。
耳
鼻
咽
喉
科

医
の
飯
島
勇
三
氏
か
ら
は
「
軍
医

か
ら
見
た
第
二
次
世
界
大
戦
」
及

び
「
姨
捨
伝
説
を
語
る
」
の
講
話

を
い
た
だ
い
た
後
、
報
道
各
社
の

取
材
を
受
け
る
中
で
、
旧
制
中
学

時
代
の
懐
旧
談
と
と
も
に
、
長
寿

の
秘
訣
等
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

規
会
員
の
加
入
促
進
、
活
動
の
在

り
方
な
ど
を
話
し
合
い
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
赤
地
会
長
か
ら
は
同
窓
会
館
建

設
に
関
す
る
考
え
方
や
募
金
、
或

い
は
高
校
、
中
学
の
近
況
等
の
話

を
伺
い
、
そ
の
後
懇
親
会
へ
。
出
席

者
は
少
な
か
っ
た
が
大
変
意
義
深

い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
福
寺
支
部

　
支
部
長
　
宮
下
　
武（
高
10
回
）

期
日

：

平
成
28
年
６
月
４
日（
土
）

場
所

：

東
福
寺
合
同
庁
舎

人
数

：

15
名

　
本
会
よ
り
吉
川
副
会
長
を
お
迎

え
し
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
始
め
に
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
に

黙
祷
を
捧
げ
、
協
議
に
入
り
ま
し

た
。
平
成
27
年
度
活
動
報
告
並
び

に
決
算
報
告
に
続
き
、
平
成
28
年

度
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
川
副
会
長
か
ら
は
母
校
の
様

子
や
念
願
の
同
窓
会
館
の
建
設
が

い
よ
い
よ
現
実
の
も
の
と
な
り
、

　

戸
倉
支
部

　
支
部
長
　
中
澤
政
好（
高
10
回
）

期
日

：

平
成
28
年
５
月
23
日(

月)

場
所

：

戸
倉
ホ
テ
ル

人
数

：

11
名

　
赤
地
同
窓
会
長
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
総
会
を
開
催
。
最
初
に
、

昨
年
ご
逝
去
さ
れ
た
元
支
部
長
さ

ん
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
。
続

い
て
例
年
通
り
決
算
報
告
の
承

認
、
新
年
度
事
業
計
画
や
役
員
改

選
等
の
議
案
を
決
定
。
そ
の
中
で

全
員
か
ら
支
部
運
営
や
今
後
の
活

動
へ
の
意
見
が
出
さ
れ
、
特
に
新左側・筆者、右側・十三代当主　真田幸長氏

　

会
員
訃
報
（
敬
称
略
）
平
成
28
年
６
月
６
日
現
在

（
事
務
局
で
は
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
に
感

謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。）

　
十
三
代
当
主
真
田
幸
長
氏
を
偲
ん
で

顧
問
　
矢
　
島
　
忠
　
和
（
中
22
回
）

特別寄稿

い
ざ
出
陣
！
「
真
田
丸
」


